



―Learners’ Lives as Curriculum モデルを応用して― 
Creating Active Engagement in English Conversation Class 
 







現させるための教材開発と授業実践の試みを Learners’ Lives as Curriculum モデルの応
用として報告する。 
キーワード: Learners’ Lives as Curriculum モデル、学習者主体、アクティブ・ラーニン
グ、教材開発 
 
Abstract：In EFL settings, where students primarily use English in the classroom, it 
can be difficult to find opportunities for students to engage in extended interactions. 
This paper reports on an application of the Learners’ Lives as Curriculum model for 
Japanese college students, which makes active learning possible via the use of learners’ 
real-life experiences. This departs from traditional methods of learning, which focus 
on having students recite dialogues and have mechanical drills from textbooks.  
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体的な学びに導くことが必要である。本稿では Learners’ Lives as Curriculum というモデルに
アイディアを得て、学生から発話を引き出す教材開発および授業の試みを報告する。 
 
2. LLC 採用の背景 
 筆者は 2006年 5月にサンフランシスコ州立大学教授の故Gail Weinsteinによって開発され
た Learners’ Lives as Curriculum（LLC）モデルを使った教材開発について学ぶ機会に恵まれ









業にするヒントが LLC モデルにあると考え、Weinstein 教授に師事した。元々は移民や難民
を対象としたモデルであったが、LLC を学んだ者の中で、対象を成人移民学習者から ESL
の小・中・高校・大学生や EFL3 の大学生へと移し、LLC モデルを応用させたいと考える者
が出てきた。筆者もその一人であり、近年「やり直し」型の基礎の復習をする大学英語教
材が多い中、「学び直し」の観点から学生たちのやる気を引き出して発話を増やせるような
取り組みの一助に LLC モデルがなると考えた。 
 
3. Learners’ Lives as Curriculum モデル 
3.1 LLC モデルの特徴 
 Learners’ Lives as Curriculum (LLC)モデルとは、語学教育用教材開発のためのフレームワー
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3.2 LLC モデルによる教材開発のための指針 
 Learners’ Lives as Curriculum、つまり「学習者の人生を学習に取り込む」ことで学習者主
体の学習を実現する教材づくりを行うために、以下の Six Principles（Weinstein, 2004a, p.106）
が掲げられている。これらの指針は LLC モデルを成り立たせるために重要な要素の一部で
ある。LLC モデルは現場の教師向けにワークショップを中心として伝えられてきており





1 On-going Inquiry 
2 Build on What Learners Know 
3 Balance Skills and Structures with Meaning-making and Knowledge Creation  
4 Strive for Authenticity 
5 Entail Shared Responsibility for Learning among Students and Teachers  
6 Build Communities of Learners and Practitioners  
 
3.2.1 On-going Inquiry  
第一の指針は、継続して学習者に耳を傾けて学習者について学ぶことである。ニーズ分





3.2.2 Build on What Learners Know 
 第二の指針は、学習者たちが既に知っている事柄を土台として授業を構成することであ
る。ここでは、LLC モデルの特色ともいえる、学習の土台となる以下の 4 点を挙げている。  









































































2) Move Beyond “Rehearsal” to Authentic Interactions in Pursuit of Real Purposes 
二つ目は、教科書のダイアローグを練習・暗記するというようなリハーサル的な学習を
越えて、１）のような本物の目的のための真正なやり取りを提供する事である。 




ために協同で学びをシェアし、「知識創造」しようと試みている（Weinstein, 2004b, p.116）。 






























ることを提案している。Weinstein (2004, p.118)は、応急処置に関する語彙を 10 語言えるこ
と、緊急事態／急病についてわかりやすく説明できることを例として挙げている。 
 
3.2.6 Build Communities of Learners and Practitioners  
最後の指針は、学習を通して学習者と教師のコミュニティーを作ることである。これに
より、学習者を主体とした円滑で効果的な学習活動を実現できるとし（Weinstein, 2004b, 
2008）、クラス・レベルでのコミュニティー構築のために以下の 5 つの提案をしている。 













3） Create Opportunities to Collectively Develop Strategies for Action 
三つ目の提案は、授業で扱った内容を現実社会で実行できる方法を協同で考えだすこと
である。例えば、子どもが 40 度熱を出した時にどう対応するかを具体的に検討する。 
















 まず、ESL と EFL の環境の違いや学習者の性質を考慮し、ホットトピックを選び、学習
者と教師の書いたストーリーを積極的に使用することにした。そして、発話を引き出す仕
掛けとして、各自固有の経験感情を扱いやすいトピックを選択することとした。また、Six 












5. 授業の実践  
5.1 LLC モデルによる授業実践 
2013 年に着任した私立大学のグローバルスタディーズ学部の 1 年生を対象とした
Academic English Program（AEP）の担当英会話クラスにて、筆者は LLC モデルを応用した
授業を行った。取り入れた点は以下の 1）から 3)である。 4）は、英語で文章を作ることに
慣れていない EFL 学習者のために追加した。プロジェクトについては、週 8 クラスある AEP
における学生の課題量のバランスを考慮し、不採用とした。 
1) 学生たちの固有の経験や感情を含むストーリーを引き出すホットトピックを採用する
こと（Principle 2、4、及び 6）。 
2) オープニング・ストーリーに教師の書いたストーリーを使用すること             
（Principle 3、4、および 6、 添付資料 3）。 
3) 当該トピックについて英語で話す上で有効な文法項目の提示すること           




5.2 対象の学生  
2013 年度大学 1 年次必修の AEP（Speaking, Listening, Reading 及び Writing を各スキル別
クラスにて週 2 回）受講の 1 年生で、Speaking クラス（Conversation および Presentation の
週 2 回） のうち英会話（Conversation）クラス（週 1 回）を受講した、入学時点で TOEIC 270-345
を取得した B２および B４クラスの学生 28 人を対象とした。 
 
5.3 授業の進め方 
 授業は指定教科書 Topic Talk（Martin，2006）に沿って表 1 の様に 8 ユニット行い、必要
図１：LLC for Japanese Settings 




の指導を行った後、LLC モデルを採用した授業を「My Favorite Place」「Music with My Memory」
および「My Dream Vacation」のタイトルで 90 分行った。教科書には自己紹介をさせるユニ
ットが無かったため、「What’s in Your Name?」 に関しては、LLC モデルを採用した教材
（Weinstein 他, 2007）の一部（添付資料 3 および 4 を参照のこと）を使用した。   
 
表 1 授業で扱ったトピック 
 Unit/Topic 内容 LLC ﾓﾃﾞﾙ 
1 What’s in Your Name? 自己紹介・名前の説明・エピソード・名前
についての感情 
有 
2 Unit 1:Family 家族構成や家族の描写の Q&A 無 
3 Unit 2:Food 食べ物の好み等の Q＆A 無 
4 Unit 3:Time 時間を扱う Q&A 無 
5 Unit 5: Music 好きな音楽／歌手／楽器等を扱う Q＆A 無 
6 Music with My Memory 好きな音楽／歌手／バンド等と好きな理
由・特定の思い出 
有 
7 Unit 6:Transportation 交通機関・乗換に関する Q＆A 無 
8 My Favorite Place 好きな場所・特定の経験や理由・乗換・ 
最寄駅からの道順説明 
有 
9 Unit 8: Numbers 日常生活・過去の経験等について数字を使
って表現する Q&A 
無 
10 Unit 9:Best Friends 親友についての Q&A 無 
11 Unit 12: Vacation 休暇についての Q&A 無 
12 My Dream Vacation 理想の旅行の企画とその場所に対する想い 有 
 
5.3.1 ウォーミングアップ 10 分 
 いきなり教科書を開き授業を始めるのではなく、学生が「自分について」意識を高めて
発話する訓練の時間として、授業の始めにウォーミングアップを行う。まず「週末にした
こと」や「次の週末の予定」などのトピックを与えて各自 2 分で準備させる。次にペアで 3















こと）。    
 
5.3.3 文法事項および表現の型を使った練習 15 分   
ホットトピックについて語るために有効な文法構造および表現の型を学び、自分につい
て語るために必要な表現を蓄積させていく。例えば、What’s in Your Name?の授業の場合、
能動態と受動態の構造を示し、それらを使って名付けの習慣や名前の意味、自分の名前が
選ばれた理由等を説明する表現の型を選ばせる（添付資料 4 参照のこと）。 
 




   
5.3.5 会話練習 15 分   
学生は 2 列に並らび、ペアでストーリーをシェアし、それぞれ 2 つ以上の質問をする。
片方の列の学生が移動することでペアを替える。練習を重ねるうちに相手のストーリーか
ら学んだことやペアから質問されたことへの返答も加えて、ストーリーの内容を膨らませ
ていく。ペア練習は、1 分、2 分、3 分と時間を延ばす。相手を替えて練習を重ねるうちに
話すことに慣れ、発話量が増えることを体感させる。 
 
5.3.6 内容の追加・修正 5 分  
学生は会話練習の中で相手のストーリーから学んだことや新たに気づいた内容を追加し、




5.3.7 クラス全体への報告 10 分 
会話練習では話す機会がなかった学生同士が 3、4 人のグループになり、ウォーミングア
ップと同じ要領でストーリーをシェアし、グループの中で一番興味深いことを語った人を
選び、クラスに対して発表する。   
 
 


















 設問１に対して、23 人の回答者が 6 項目について記述した。表 2 のように、授業で扱っ
たトピックのうち回答者が興味を持ったトピッックとして挙げた上位４つは全て LLC モデ
ルを採用したものだった。 
 一学期間に扱った１２トピックのうち「Music with My Memory」 「My Favorite Place」「My 




















味の持てるトピックとして現れたのではないだろうか。   
 
表 2：学生が興味を示したトピック 
トピック 回答数 LLC モデル採用の有無 
Music with My Memory 15 有 
My Favorite Place 13 有 
My Dream Vacation 6 有 
What’s in Your Name? 3 有 
Food (教科書) 1 無 
Music (教科書) 1 無 
 
6.1.2 発信力がついたと感じる要因 
 設問 2 に対して、25 人の回答者のうち、「発信力がついた」という内容のコメントをした
のは 14 人、「発信力がついたとは思えない」との内容のコメントをしたのは 3 人だった。8
人は明確な記述はないものの、発信力がついたと感じる点についてはコメントしている。
そして、「どのような点で発信力がついたと感じますか。」という設問に対する記述をした









































































































2. English as a second language の略。第二言語としての英語。 
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オープニング・ストーリー例           















I love my name             
                                           by Akie Nyui 
My name, Akie, means “a picture of a rising sun.” “Aki” in kanji means a rising sun or 
daybreak. “E” in kanji means a picture or a drawing. I was born two months premature, and the 
doctor told my parents that I would not survive more than a week. Even if I did survive, I 
wouldn’t be able to see, hear, or talk. Although very sad, my family was determined to give a 
dying first child a beautiful name. My grandmother and father decided to give me a name with 
47 strokes in old kanji style, including my family name “Nyui.” It is believed that the number 
47 brings the owner of the name a blessed life and lets one bloom. I love my first name and I 
feel the love of my parents and grandparents when I think of my name. When I have children, I 
will strive to give each of them a beautiful and meaningful name. 
 
82 
                             添付資料４ 
表現の型例  
2. In your own words: Describe yourself 
 
You can use the examples to make your own sentences. Or use another idea to tell your story. Try 
using both active and passive voice. 
 
A. Tell who gave you your name. 
 
Key expressions: 
(My parents/My grandparents/A naming specialist) named me.  
(My parents/My grandparents/A naming specialist) gave me a name. 
I was named by (my parents/my grandparents/a naming specialist). 
I don’t know. 
 
 
YOU:                                                                             
 
 
B. Tell why they chose that name. 
 
Key expressions: 
I was named after (my great grandfather/the famous tennis player Shuzo Matsuoka /Seiko Matsuda, 
a popular Japanese singer). 
I was named (Yurie) because my mother liked (flowers/the sound of the name). 
I was named (Masato) based on the number of strokes in the kanji. 
I was named (Mina) because my parents wanted to use a character for (Mi) in each of their children’s 
name. The kanji for (Mi) means (beauty/fruit). 
I was named (Yu) because my parents wanted me to become (famous/generous).  
The kanji for (Yu) means (famous/generous). 
I don’t know. 
 
 
YOU:                                                                             
 
 
   1.   Active voice        My grandmother and father named me. 
        Passive voice      I was named by my grandmother and father. 
   2.   Active voice        Some people believe that the number 47 brings happiness. 
        Passive voice      It is believed that the number 47 brings happiness. 
